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大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻

魚尾孝久由井恭子

翻刻の経緯
一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館によって貴重書画像として公開（ホームページ）されている大正大学本源氏物語を、パソコン教室でのリーディングの形式によって授業に取りいれたものである。
一
　
翻刻は、平成二十年より日本語日本文学コースの授業
｢ 古典文学研究
｣
における翻刻を基にして、それぞれ巻
別の 担当者によって精査したものである。
一
　
翻刻にあたって 学習研究のためである で、変体仮名 字母漢字も並列表記したところに特色がある。
一
　
当該授業は現在もおこなわれており、翻刻され は順次公開していく。

一
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大正 学本源氏物語翻刻凡例
一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館貴重書画像公開
( ホームページ
) から翻刻し、不明瞭なところは原本と照合す
る方法によった。
一
　
翻刻における頁の表記は、検索の便宜を図るため、ホームページにおける頁数を使用した。
例
 【桐壷】５
一
　
翻刻にあたっては、 「変体仮名字母漢字（青色） 」と「平仮名（黒色） 」を並列表記した。
例
　
以徒蓮乃御時尓可女御更衣安末多左不良
　
いつれの御時にか女御更衣あまたさふら
一
　
附箋によって添付されている場合は、ホームページにしたがい、附箋のみの頁と本文の頁とにわけて翻刻をした。
例
　
附箋（可能安万幾美奈止乃幾可无尓）
（かのあまきみなとのきかんに）
二
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
69
一
　
行間の文字および補入文字は（
　
）□にて本文に入れた。
例
　　　　
古止丹尓（王）留物者
　　　　
民部
少輔イ
乃
ことにに（わ）る物は
　　
民部
少輔イ
の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　
見せ消ちは、そのまま表記して、 「＝」取り消し線を伏した。
例
　「
　
かつ
　
」
一
　
字母漢字は、旧字と略字が混用されているが、翻刻にあたって 通行体表記とした。
例
　「禮」→「礼」
　　　　　
「傳」→「伝」
一
　
漢字は、旧 体と略字体とが混用されているが、通行体表記とした。
例
　「國」→「国」
　　　　　
「繪」→「絵」
「哥」→「歌」
　　
「佛」→「仏」
「聲」→「声」
一
　
当て字は、そのまま表記した。
例
　「さか月」 （杯）
　　　　　
「伊与」 （伊予）
三
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四
 一
　
当翻刻における巻別の担当責任者は、次の通りである。
「蓬生」
　　
魚尾
　
孝久
「関屋」
　　
由井
　
恭子
（魚尾
　
孝久）
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五
　　　　
蓬
　　
生
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六
【蓬生】
6
毛之保堂連徒ゝ王比給比之頃本比宮己尓毛もしほたれつゝわひ給ひし頃ほひ宮こにも左満〳〵於本 奈気久人於保可里之遠さま〳〵おほ なけく人おほかりしを佐天裳我御身乃与里所安留八比登閑多能さても我御身のより所あるはひとかたの思己楚久流之気奈里之可二条能宇遍奈止毛思こそくるしけなりしか二条のうへなとも能止也加尓天旅能御寸三可越毛於保川可奈閑良須のとやかにて旅の御すみかをもおほつかなからす幾古衣加与比堂末比川ゝ久良為遠左里給部留加利きこえかよひたまひつゝくらゐをさり給へるかり乃御与楚比遠毛堂計乃己能世乃宇起布之越の御よそひをもたけのこの世のうきふしを止幾〳〵尓徒気天安川可比幾己衣給婦尓奈久とき〳〵につけてあつかひきこえ給ふになく佐女堂末不事裳安里気无中〳〵其 寸止人さめたまふ事もありけん中〳〵其 すと人
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七
【蓬生】
7
尓毛志良礼春堂知和可礼堂末比之本登乃御にもしられすたちわかれたまひしほとの御安里左満遠毛与楚乃事仁於毛比屋利給人〳〵ありさまをもよその事におもひやり給人〳〵農志多能心久多起堂末不多久比於本閑利 多知のしたの心くたきたまふたくひおほかり たち乃宮農君八知ゝ美己乃宇勢給尓之奈己里仁又の宮の君はちゝみこのうせ給にしなこりに又於毛比安川可婦人裳奈幾御身尓天以美之宇心保おもひあつかふ人もなき御身にていみしう心ほ楚希奈梨之遠思可計奴御己登能以天幾天そけなりしを思かけぬ御ことのいてきて登布良比幾己衣給事堂衣左里之越以可女之幾とふらひきこえ給事たえさりしをいかめしき御以幾本比尓己楚己登尓毛安良須者可那幾本登御いきほひにこそことにもあらすはかなきほと農御奈左気波可梨登於保之堂里之可登末知の御なさけはかりとおほしたりしかとまち
【蓬生】
8
宇気給布堂毛登能世末起尓八大空能本之農うけ給ふたもとのせまきには大空のほしの比可利越堂良以乃水尓宇徒之多流心知之天須己之ひかりをたらいの水にうつしたる心ちしてすこし給之本登耳閑ゝ流世乃左者起以天幾天奈部給しほとにかゝる世のさはきいてきてなへ帝能世宇久於本之三多礼堂 也宇尓天遠久ての世うくおほしみたれた やうにて遠く於八之末之仁志能知布利者部天志毛盈尋幾己盈おはしましにしのちふりはへてしもえ尋きこえ給者寸楚能奈己利尓志八之波奈久〳〵裳須久之給はすそのなこりに は はなく〳〵もすくし堂末比之遠年月布流末ゝ仁安八礼尓左比之幾御たまひしを年月ふるまゝにあはれにさひしき御安利左満奈利婦留幾女者良那止八以天也以登久池ありさまなりふるき女はらなとはいてやいとくち於之幾御寸久世成気利於保衣須神本止計おしき御すくせ成けりおほえす神ほとけ
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八
【蓬生】
9
乃安者礼堂万部良武也宇奈梨之御心者部尓加ゝ留のあはれたまへらむやうなりし御心はへにかゝる与春可毛人八以天於者須留物奈利気梨登安里よすかも人はいておはする物なりけりとあり加多宇美多天末川里之越大可多乃世乃事止以比かたうみたてまつりしを大かたの世の事といひ奈可良又堂能無加多那幾御安利佐万己楚可那之なから又たのむかたなき御あ さまこそかなし気礼登徒布也幾奈計久左流可 仁安里川幾堂利けれとつふやきなけくさる にありつきたり志安那多能登之比八以婦可比奈起 比之左 免奈礼しあなたのとし比はいふかひなき ひしさ めなれ天須久之堂末婦遠中〳〵須己之与川幾天 良比尓てすくしたまふを中〳〵すこしよつきて らひに希流年月尓以登多部可多久於毛比奈希久遍之ける年月にいとたへかたくおもひなけくへし須己之裳左天安里奴部幾人〳〵八越乃徒可良末比里すこしもさてありぬへき人〳〵はをのつからまひり
【蓬生】
10
川幾天安里之越三那徒幾〳〵尓志多可比天以幾つきてありしをみなつき〳〵にしたかひていき知利奴女者良能以能知堂部奴毛安里天月日耳ちりぬ女はらのいのちたへぬもありて月日に志多可比天八加美之裳人可寸ゝ倶奈久成行毛登したかひてはかみしも人かすゝくなく成行もと与里安礼堂里之宮乃宇知以登ゝ幾川祢農よりあれたりし宮のうちいとゝきつねの春美可尓奈利天宇登末之宇気止越幾木堂知すみかになりてうとましう気とをき木たち仁布久呂宇能聲遠朝夕仁美ゝ奈羅 津ゝにふくろうの聲を朝夕にみゝなら つゝ人希仁己楚佐也宇乃物裳勢可礼天可計可久人けにこそさやうの物もせかれてかけかく志希礼己堂満奈登気之可良奴物登毛止己路衣しけれこたまなとけしからぬ物と ところえ天屋宇〳〵加多地遠安羅八之物王比之幾事能てやう〳〵かたちをあらはし物わひしき事の
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九
【蓬生】
11
美数志良奴仁末礼〳〵能己利天左婦良布人盤み数しらぬにまれ〳〵のこりてさふらふ人は猶以登和利那之此春領登毛乃於毛之路幾家猶いとわりなし此す領とものおもしろき家川久里此無可己能宮乃己堂知遠心耳川希つくり此むかこの宮のこたちを心につけ帝者那知給者勢天無也登本止仁川希天安武てはなち給はせてむやとほとにつけてあむ奈比之申左寸流遠左也宇仁世左世天堂末比天なひし申さするをさやうにせさせてたまひて以登加宇物於曽呂之加良奴御寸万井尓於本いとかう物おそろしからぬ御すまゐ おほ志宇川呂八奈武堂知登末里左婦良布人毛しうつろはなむたちとまりさふらふ人も以登堂部閑多之奈登幾己遊礼登安那以いとたへかたしなときこゆれとあない美之也人農幾ゝ於毛者無己登裳安里みしや人のきゝおもはむこともあり
【蓬生】
12
以気流世耳志可那己里奈起王佐者以可ゝ世无いける世にしかなこりなきわさはいかゝせん閑久於曽呂之 仁安礼者天奴連登於也かくおそろし にあれはてぬれとおや乃御可気止万里堂流心知寸流布留起春美の御かけとまりたる心ちするふるきすみ可登思婦尓那久左美天己楚安礼登宇知奈幾かと思ふになくさみてこそあれとうちなき津ゝ於本之裳可計春 天宇登毛ゝ以登つゝおほしもかけす御てうともゝいと己堂以尓奈礼堂留可武可之也宇尓 流八之幾こたいになれたるかむかしやうに るはしき越奈万毛能ゝ遊部志良無登思部留人佐留毛能をなまものゝゆへしらむと思へる人さるも盈宇之天和左登楚乃人可乃比止尓世左世給えうしてわさとその人かのひとにせさせ給遍留登堂川祢幾ゝ 安無奈以寸留毛於乃徒可良へるとたつねきゝ あむないするもおのつから
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一〇
【蓬生】
13
閑ゝ流末川之幾安多里登於毛比安那川利天以比かゝるまつしきあたりとおもひあなつりていひ久類遠連以乃女房以可ゝ盤世無楚己曽八与能川くるをれいの女房いかゝはせむそこそはよのつ祢乃事止天登利末起良八之徒 女尓知閑幾ねの事とてとりまきらはしつゝめにちかき気不安寿能美久流之左越徒久呂者武登春流登けふあすのみくるしさをつくろはむとすると幾毛安留越以美之宇以左女給比天見与登於毛比多きもあるをいみしういさめ給ひて見よとおもひた末比天己楚志越可世堂末比気女奈登天可加呂〳〵まひてこそしをかせたまひけめなとてかかろ〳〵之起人能家乃可左里登八奈左無奈起人乃しき人の家のかさりとはなさむなき人の御保以堂可者無可安八礼奈流事 能多末比御ほいたかはむかあはれなる事 のたまひ天左流王左八世左勢給 寸波可那幾己登尓天てさるわさはせさせ給 すはかなきことにて
【蓬生】
14
裳美止婦良比幾己遊留人八奈起御身也堂ゝ御もみとふらひきこゆる人はなき御身也たゝ御世宇登乃世无之乃君八閑利曽末礼尓毛京仁せうとのせんしの君はかりそまれにも京に以天給布時八左之能曽幾堂末部登曽礼毛世いて給ふ時はさし そきたまへとそれも世尓奈起布流女幾人尓天於奈 幾本宇之登以不になきふるめき人にておな きほうしといふ中仁裳堂川幾 久此世越者那連堂留比之中にもたつき く此世をはなれたるひし里仁毛能之給天志気幾草与毛幾越堂仁可起りにものし給てしけき草よもきをたにかき者良八无物止毛於毛比与利堂末八寸加ゝ累末ゝ耳はらはん物ともおもひよりたまはすかゝるまゝ安左知八庭能於毛ゝ美衣須志気起 毛起八軒遠あさちは庭のおもゝみえすしけき もきは軒を阿良曽比天於以乃本留無久良八丹之比無可之能見あらそひておいのほるむくらはにしひむかしのみ
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【蓬生】
16
宮遠八婦与宇能物尓布三寸起天与里己左里気宮をはふようの物にふみすきてよりこさりけ礼八閑久以美之起能良也宇奈礼登毛左寸加丹れはかくいみしきのらやうなれともさすかに志無天无能宇知波可利八安里之御志川羅比しむてんのうちはかりはありし御しつらひ閑者良須徒屋ゝ閑仁加以者起奈登寸流比止かはらすつやゝかにかいはきなとするひと毛那之知里八徒毛礼登満幾累ゝ事奈起宇もなしちりはつもれとまきるゝ事なきう流者之起御須万井尓天安可之久羅之給不るはしき御すまゐにてあかしくらし給ふ者可那幾布 歌物可多里奈登也宇能春左美はかなきふ 歌物かたりなとやうのすさみ事尓天己楚川礼〳〵遠毛末起良八之思日奈久事にてこそつれ〳〵をもまきらはし思ひなく佐無流王左奈女礼左也宇能古登尓 心遠楚久さむるわさなめれさやうのことに 心をそく
【蓬生】
15
　可登越登知己女堂流楚多能毛之気礼止久川かとをとちこめたるそたのもしけれとくつ礼閑知奈留 幾遠武万宇之奈登乃布三奈良れかちなる き むまうしなとのふみなら志多流美知尓天春夏仁奈礼八者那知加宇安気末したるみちにて春夏になれははなちかふあけま幾乃心左遍楚免佐末之起八月野分安良可里之きの心さへそめさましき八月野分あらかりし年羅宇登毛ゝ堂宇礼布之志毛能屋登毛者可那幾年らうともゝたうれふししものやともはかなき以多婦幾奈利之奈 八保祢能三王川可尓 己里天いたふきなりしな はほねのみわつかに こりて堂知登末流気須多耳 之気不利堂衣天安八礼たちとまるけすたに しけふりたえてあはれ尓以美之幾事於保可梨奴春人奈止以婦比多婦にいみしき事おほかりぬ 人なといふひたふ流心安流物毛於毛比也里乃左比之気礼八尓也己能る心ある物もおもひやりのさひしけれはにやこの
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一二
【蓬生】
17
毛能之給婦和左登己乃末之加良祢止於乃徒可良ものし給ふわさとこのましからねとおのつから又以楚久事那幾保止八於奈之心奈流婦三加与又いそく事なきほとはおなし心なるふみかよ八之奈登宇知之天己楚和可幾人 木草仁川はしなとうちしてこそわかき人 木草につ希天裳心遠奈久左女堂末不遍希連登於也乃けても心をなくさめたまふへけれとおやの毛天可之徒幾給比之御心遠幾天能 ゝ仁世乃中もてかしつき給ひし御心をきての ゝに世の中越川ゝ末之起物尓於本之天末礼尓裳古登可与比をつゝましき物におほしてまれにもことかよひ給不遍幾御安多里越毛左良仁奈礼堂末八寸布給ふへき御あたりをもさら なれたまはすふ里仁堂累美津之安希天加良毛里者己也能登りにたるみつしあけてからもりはこやのと之閑久也姫農物可多利乃恵耳加幾堂累しかくや姫の物かたりのゑにかきたる
【蓬生】
18
越曽登幾〳〵能末左久里物尓志堂末婦布流哥をそとき〳〵のまさくり物にしたまふふる哥登帝毛於可之幾屋宇仁盈利以天堂以越毛与美とてもおかしきやうにえりいてたいをもよみ人遠毛安良八之心衣堂累己楚見所裳安里希人をもあらはし心えたるこそ見所もありけ礼宇累者之起可無也可美三地農国閑美奈登れうるはしきかむやかみみちの国かみなと乃布久堂女流尓不類事登毛乃女奈礼堂流奈のふくためるにふる事とものめなれたるな登八以登須左末之気那留遠勢女天奈可女給不とはいとすさましけな をせめてなかめ給ふ於里〳〵盤比幾比呂気多 婦以万農世乃おり〳〵はひきひろけた ふいまの世の人農須女類幾也宇宇知与美於己奈比奈登 布人のすめるきやううちよみおこなひなと ふ事盤以登者川可之久志給天三多天末川留人事はいとはつかしくし給てみたてまつる人
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一三
【蓬生】
19
裳奈計連登須ゝ奈登止利与世給八春可也宇耳もなけれとすゝなととりよせ給はすかやうに宇累者之久楚毛能之堂末比希留侍従奈止以比之うるはしくそものしたまひける侍従なといひし御女能登己能美己楚年比安久可礼者天奴物尓天御めのとこのみこそ年比あくかれはてぬ物にて左婦良比川連登閑与比末比里之斎院宇勢さふらひつれとかよひまひりし斎院うせ給比奈登之天以登堂部可多久古ゝ路本曽幾耳給ひなとしていとたへかたくこゝろほそきに此姫君能者ゝ北乃方乃者良加良世仁於知布礼天此姫君のはゝ北の方のはらから世におちふれて春里也宇能幾堂能可多仁成給部流安利希利武春女すりやうのきたのかたに成給へるありけりむすめ登毛閑之川幾帝与呂之 和可人登毛ゝ無気尓ともかしつきてよろし わか人とも むけに志良奴所与里於也登毛ゝ末宇天可与比之越 思天しらぬ所よりおやともゝまうてかよひしを 思て
【蓬生】
20
止起〳〵以幾可与婦己能姫君八加久人宇止起御久世とき〳〵いきかよふこの姫君はかく人うとき御くせ奈礼八武川末之久裳 比加 比給八寸遠能連遠なれはむつましくも ひ ひ給はすをのれを八於登之女給天於毛天布世仁於本之多里之可はおとしめ給ておもてふせにおほしたりしか姫君乃御安利様乃心久類之気奈流裳盈止婦姫君の御あり様の心くるしけなるもえとふ羅比幾己衣寸奈登奈万尓久希奈累古止葉登らひきこえすなとなまにくけなること葉と毛以比幾可世徒ゝ時〳〵幾古衣希利毛登与里安里もいひきかせつゝ時〳〵きこえけりもとよりあり川幾堂流左也宇能奈美〳〵能人盤中々与起つきたるさやうのなみ〳〵の人は中々よき人乃末祢耳心越川久呂比思安可累毛於保可留人のまねに心をつくろひ思あかるもおほかる遠也武己止那幾須知那可良裳加宇末天於津部幾をやむことなきすちなからもかうまておつへき
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一四
【蓬生】
21
須久勢安里希礼八尓也心須己之奈越〳〵之起御遠すくせありけれはにや心すこしなほ〳〵しき御を者尓楚安利希累和可ゝ具於登利乃様尓天安那はにそありけるわかゝくおとりの様にてあ徒羅者之久思者礼堂 之越以 天閑ゝ流世能つらはしく思はれた しをい てかゝる世春衛仁己乃君遠和可武寸女登毛乃徒可比人耳すゑにこの君をわかむすめとものつかひ人に奈之天志可那心者世奈登乃布留比多流可多己楚なしてしかな心はせなとのふるひたるかたこそ安連以登宇之路也春起宇之路三 良武止於毛比あれいとうしろやすきうしろみ らむとおもひ天時〳〵古ゝ仁王多良勢給比天御己登乃祢毛て時〳〵こゝにわたらせ給ひて御ことのねも宇計堂万者良末本之可流人奈無侍留登幾己うけたまはらまほしかる人なむ侍るときこ盈気里己能侍従毛川祢耳以比毛与越世止人えけりこの侍従もつねにいひもよをせと人
【蓬生】
22
仁以止武心尓波安良天堂ゝ己知多起御物川ゝ美奈礼にいとむ心にはあらてたゝこちたき御物つゝみなれ盤左毛無川比給者奴越祢多之登奈武於毛比希留はさもむつひ給はぬをねたしとなむおもひける閑ゝ流本止耳加乃家安累之大仁ゝ奈里奴武春免かゝるほとにかの家あるし大にゝなりぬむすめ登毛安留部幾左満尓美遠起天久多里奈無止須ともあるへきさまにみをきてくたりなむとす己乃君遠猶毛以左那者武乃心布可久天者流加耳閑この君を猶もいさなはむの心ふかくてはるかにか具末可里奈无登春累仁心保曽幾御安利佐万くまかりなんとするに心ほそき御ありさま能川祢尓之裳止婦良比幾古衣祢止知可起堂乃のつねにしもとふらひきこえねとちかきたの美侍利川留本登己楚安礼以登安八礼耳宇之呂女多み侍りつるほとこそあれいとあはれにうしろめた久奈登古登与加流遠佐良尓宇気比幾堂万八祢くなとことよかるをさらにうけひきたまはね
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【蓬生】
23
者安那尓久古登〳〵之也心悲止川尓於保之安可流登毛はあなにくこと〳〵しや心ひとつにおほしあかるとも左累也宇者良仁年遍給布人遠大将殿毛屋無さるやうはらに年へ給ふ人を大将殿もやむ己止那久志毛於毛比幾己衣堂末八之奈登衣无之宇ことなくしもおもひきこえたまはしなとえんしう気比希利佐留保止尓気仁世中仁遊留左礼給比けひけりさるほとにけに世中にゆるされ給ひ天宮己仁可遍利給登安女能志多乃与路己比尓天て宮こにかへり給とあめのしたのよろこひにて堂知左八久和礼毛以 天人与里左起尓布可幾心たちさはくわれもい て人よりさきにふかき心左之越御覧世良礼武登乃美於毛比幾遠不於登さしを御覧せられむとのみおもひきをふおと己女耳川気天堂可起遠毛久多礼留越毛人農こ女につけてたかきをもくたれるをも人の心者遍遠美給不仁安八礼耳於本之志累古止左満〳〵心はへをみ給ふ あはれにおほししることさま〳〵
【蓬生】
24
奈利可也宇尓安者多ゝ志幾保登耳左良仁於毛比以天なりかやうにあはたゝしきほとにさらにおもひいて給布希之起美衣天月日遍奴以万八加起利奈梨給ふけしきみえて月日へぬいまはか りなり気利年己呂安良奴佐万奈流御左満遠加那之宇けり年ころあらぬさまなる御さまをかなしう以見之幾己止越於毛比奈可良毛盈以川留春仁安比いみしきことをおもひなからもえいつる春にあひ給者奈武登祢无 王多里川連登多比之加八良給はなむとねん わたりつれとたひしかはら奈登末天与呂己比思婦奈流御久良為安良堂末里なとまてよろこひ思ふなる御くらゐあらたまり那止須留越与楚仁乃三聞遍支奈利気利可那志なとするをよそにのみ聞へきなりけりかなし閑里之於里能宇礼之左盤堂ゝ我身比止川かりしをりのうれしさはたゝ我身ひとつ乃多女仁奈礼流登 保衣之加比那幾世可那のためになれるとおほえしかひなき世かな
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【蓬生】
25
登心久多気天徒良久可奈之希連八人志礼春と心くたけてつらくかなしけれは人しれす祢遠能三奈起給不大弐乃北乃可多左礼者与ねをのみなき給ふ大弐の北のかたされはよ末左仁閑久多川幾那久人王呂幾御安利左万越閑まさにかくたつきなく人わろき御ありさまをか須末部給不人八阿利奈無也仏比之里毛徒三閑すまへ給ふ人はありなむや仏ひしりもつみか路幾越己楚美知比幾与久志多末不奈礼閑ゝ類ろきをこそみちひきよくしたまふなれかゝる御安里佐万尓天猶堂計久世乃中越於保御ありさまにて猶たけく世の中をおほ志宮乃宇遍奈登乃於者勢之時乃末ゝ仁奈良比し宮のうへなとのおはせし時のまゝにならひ給部流御心於己利能以登於之起古止〳〵以登於己給へる御心おこりのいとおしきこと〳〵いとおこ加万之気仁思日天猶於毛本之堂知祢与能浮かましけに思ひて猶おもほしたちねよの浮
【蓬生】
26
時八美衣奴山知遠己楚八堂川奴奈礼為中奈登八時はみえぬ山ちをこそはたつぬなれゐ中なとは武川可之幾物止於保之屋留良女登比多布流耳むつかしき物とおほしやるらめとひ ふるに人王路気仁盤与毛裳天那之幾古衣之奈登人わろけにはよももてなしきこえしなと以登己止与具以遍八武希仁久之仁堂流女者宇いとことよくいへはむけにくしにたる女はう佐毛奈比幾給者奈無堂計幾己登毛安流末 幾さもなひき給はなむたけきこともあるま き御身越以可尓於本之天加久多天多流御心奈良無御身をいかにおほしてかくたて る御心ならむ登毛登幾徒不也久侍従毛加乃大弐乃遠以堂川ともときつふやく侍従もかの大弐のをいたつ人可多羅比川幾天登ゝ武遍 裳安良左里気礼人かたらひつきてとゝむへ もあらさりけれ盤古ゝ呂与利外仁以天堂知 見多天末川里遠はこゝろより外にいてたち 見たてまつりを
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【蓬生】
27
可無可以登心久流之起遠登天楚ゝ能可之幾己遊かむかいと心くるしきをとてそゝのかしきこゆ礼止猶閑久加気者那連天比佐 宇奈利給比れと猶かく けはなれてひさ うなり給ひ奴留人耳堂能美遠可計給御心農宇知仁左利登毛ぬる人にたのみを け給御心のうちに りとも安利遍天裳於保之以津留徒井天安良之也八安八礼ありへてもおほしいつるつゐてあらしやはあはれ仁心布可起契越之給比之尓和可身八宇久 閑久に心ふかき契をし給ひしにわか身はうく く王寸良礼多流尓己楚安連風乃川天尓毛 連可久わすられたるにこそあれ風のつてにも れかく以美之幾安利様遠起ゝ川計堂末八ゝ加那良春止婦良いみしきあり様をきゝつけたまはゝかならすとふら比以天給比天武登年比於本之気礼八於保可多ひいて給ひてむと年比おほしけれはおほかた乃御家為毛安里之与里気仁安左末之気礼登の御家ゐもありしよりけにあさましけれと
【蓬生】
28
和可心毛天者可那幾御天宇登ゝ裳登利宇之那わか心もてはかなき御てうとゝもとりうしな者勢給八寸 徒与久於那之左満尓 祢无之はせ給はす心つよくおなしさまに ねんし須己之給不成介利祢奈起可知仁以登ゝ於保之すこし給ふ成けりねなきかちにいとゝおほし志川見堂流八堂ゝ山人農安可起己乃見比止川しつみたるはたゝ山人のあかきこのみひとつ遠加保耳者那多奴止美衣 不御曽者女奈登八於本呂をかほにはなたぬとみえ給ふ御そはめなとはおほろ気能人乃美多天末川里遊留寸遍幾尓毛安良寸閑けの人のみたてまつりゆるすへきにもあらすか之具者之久八幾古衣之以登越之宇物以比左しくはしくはきこえしいとをしう物いひさ可那幾也宇也冬仁奈利行末ゝ仁以登ゝ可幾川可无かなきやう也冬になり行まゝにいとゝかきつかん加太那久可奈之気尓奈可女須己之多 婦加乃殿かたなくかなしけになかめすこした ふかの殿
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【蓬生】
29
尓八己院乃御礼宇能御八講世中遊寸利天にはこ院の御れうの御八講世中ゆすりて志太末不己登耳僧奈登八奈部天乃 女左寸左盈春したまふことに僧なとはなへてのはめさすさえす久礼於己那比尓之美堂宇登幾閑幾里越衣くれおこなひにしみたうときかきりをえ羅世給希礼八己乃世无之乃君万以利給遍利らせ給けれはこのせんしの君まいり給へり気利可部里左満尓堂知与里給比天志可〳〵権けりかへりさまにたちより給ひて か〳〵権大納言殿乃御八講耳満以利天侍川留奈利大納言殿の御八講にまいりて侍つるなり以登可之古宇以気累浄土能可左里仁於止良寸以可いとかしこういける浄土のかさりにおとらすいか免之宇於毛之呂幾己止ゝ裳乃可起利遠奈武之めしうおもしろきことゝものかきりをなむし給川留仏本左川農遍无気乃身仁己楚毛能之給つる仏ほさつのへんけの身にこそ し
【蓬生】
30
給女礼以徒ゝ乃仁己利婦可起世耳奈止天武末礼給めれいつゝのにこりふかき世になとてむまれ堂末比希武登以比天也可天以帝給奴己登須久たまひけむといひてやかていて給ぬことすく那耳与乃人尓ゝ奴御安者 耳 可比奈起世乃毛能なによの人にゝぬ御あは に かひなき世のもの加多利遠堂仁衣幾古衣安八世 者寸左天裳加盤かたりをたにえきこえあはせ給はすさても は閑里川多那幾身乃安里佐万越安者礼耳かりつたなき身のありさまをあはれに於保川可那久天須久之給八心宇乃仏菩薩也おほつかなくてすくし給は心うの仏菩薩や登徒良宇於保也流遠気仁可起利奈女利登屋宇〳〵とつらうおほやるをけにかきりなめりとやう〳〵於毛婦奈利給耳大尓乃北能方仁八可尓幾堂利おもふなり給に大にの北の方にはかに たり連以者左之裳武川比奴遠左曽比多天末川れいはさしもむつひぬをさそひたてまつ
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【蓬生】
31
羅無乃心尓天堂天末川留遍幾御左宇楚久らむの心にてたてまつるへき御さうそく奈登帝宇之天与起車仁能利 於毛ゝ地気之幾なとてうしてよき車 のり おもゝちけしき本己利可尓物於毛比奈計那留佐万之天遊久利毛那久ほこりかに物おもひなけなるさましてゆくりもなく者之里幾天門安気左須留与里人王呂久左比之はしりきて門あけさするより人わろくさひし幾古登可起利毛那之比多里美幾能登毛三那与路きことかきりもなしひたりみきのともみなよ保比堂宇礼尓気礼八遠能己登毛多寸希天登可久ほひたうれにけれはをのこともたすけてとかく安希佐八久以徒連可己乃左比之幾也登耳裳閑あけさはくいつれかこのさひしきやとに か那良春和気多流安登阿奈留美川農道登堂ならすわけたるあとあなるみつの道とた登留王川可尓美奈美於毛天乃可宇之安気堂流尓とるわつかにみなみおもてのかうしあけたるに
【蓬生】
32
与世堂礼者以登ゝ者之堂那之止於本之堂礼よせたれはいとゝはしたなしとおほしたれ登安左末之宇須ゝ気多流木丁佐 以天ゝ侍従とあさましうすゝけたる木丁さ いてゝ侍従以天幾多里加多知奈登於止呂部尓希利登之己呂いてきたりかたちなとおとろへにけりとしころ以堂宇川井衣堂礼登猶毛能幾与計耳与之いたうつゐえたれと猶ものきよけによし安類左満之天加多之気那久登毛止利可遍徒部あるさましてかたしけなくともとりかへつへ具美遊以天堂知那無己止越於毛比奈可良心くみゆいてたちなむことをおもひ から心久流之幾御安利左満乃三寸天堂天末川里くるしき御ありさまのみすてたてまつり可多起遠侍従乃無可遍仁奈武末以利多流心宇久かたきを侍従のむかへになむ いりたる心うく於本之遍多天ゝ御美川可良己楚安可良左満尓毛おほしへたてゝ御みつからこそあからさまにも
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【蓬生】
33
王多良勢給者祢己乃人越堂仁由留左世給部わたらせ給はねこの人をたにゆるさせ給へ登天奈武奈登加宇安者礼希奈流佐万仁盤とてなむなとかうあはれけなるさまには止天宇知裳那久遍幾楚可之左礼登由具とてうちもなくへきそかしされとゆく道耳心遠屋利 以登古ゝ知与気也己宮於道に心をやり いとこゝちよけ也こ宮お者世之時遠能礼遠八於毛天布世奈利登於保はせし時をのれをはおもてふせなりとおほ志春帝堂里之可波宇登〳〵之起也宇仁奈利しすてたりしかはうと〳〵しきやうになり楚女尓之加登年古呂毛奈仁可者也武己登奈起そめにしかと年ころもなにかはやむことなき様尓於保之安可利大将殿奈登於者之満之閑様におほしあかり大将殿なとおはしましか与婦御春久勢能本止越閑多之希那久於毛比多よふ御すくせのほとをかたしけなくおもひた
【蓬生】
34
末遍部羅連之可八奈武無川比幾古衣左世无毛まへへられしかはなむむつひきこえさせんも者ゝ可類事於保久天須久之侍留遠世中能はゝかる事おほくてすくし侍るを世中の加久左多女毛奈 利気礼八可寸那良奴身八 〳〵かくさためもな りけれはかすならぬ身は中〳〵心也須久侍留物奈利気里遠与比奈久見多天満心やすく侍る物なりけりをよひなく見たてま川里之御安利左満乃以登可那之久心久流之つりし御ありさまのいとか しく心くるし幾越知可起保止八於己堂流於利裳能止可尓きをちかきほとはおこたるおりものとかに堂能毛之久奈武侍利気留越加久者留閑耳満可たのもしくなむ侍りけるをかくはるかにま里奈無登春礼八宇 路女堂久安八礼耳奈無りなむとすれはう ろめたくあはれになむ於保衣給布奈登加多良遍登心止計天毛以良おほえ給ふなとかたらへと心とけてもいら
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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二一
【蓬生】
35
遍給八寸以登宇礼之支事奈礼登世尓ゝ奴へ給はすいとうれしき事なれと世にゝぬ左満尓天奈仁可盤加宇那可良己楚久知毛宇勢女さまにてなにか かうなからこそくちもうせめ登奈武思者部流登乃三能多末遍八気仁之閑となむ思はへるとのみのたまへはけにしか奈無於保左流遍気礼止以気流身越須天加久なむおほさるへけれといける身をすてかく武久川気起春末比寸流堂久比八者部良寸也むくつけきすまひするたくひははへらすや安良武大将殿乃徒久利美可起給者無己楚 比あらむ大将殿の くりみかき給はむこそ ひ幾可部堂満乃宇天那尓裳奈利加遍良女登八堂乃きかへたまのうてなにもなりかへらめとはたの毛之宇盤侍礼登堂ゝ以末八兵部卿乃宮農もしうは侍れとたゝいまは兵部卿の宮の御武寸女与里外に心王気堂末不可多裳那可御むすめより外に心わけたまふかたもなか
【蓬生】
36
奈利武可之与里春起〳〵之起御心尓天猶左利尓なりむかしよりすき〳〵しき御心にて猶さりに加与比給比希累所〳〵三那於本之者那連尓堂かよひ給ひける所〳〵みなおほしはなれにた奈利満之天 宇物者可那幾左満尓天屋布者良なりまして う物はかなきさまにてやふはら仁須久之給部流人遠八心幾与久王礼遠堂能にすくし給へる人をは心きよくわれをたの美給部流安利左満登堂川祢幾古衣給不己み給へるありさまとたつねきこえ給ふこ登以登閑多久奈武安留部幾奈 以比志良春流越といとかたくなむあるへきな いひしらするを気仁登於保春毛以登可那之久天徒久〳〵登 起けにとおほすもいとかなしくてつく〳〵と き給左礼登宇古久遍宇裳安良祢八与呂川耳給されとうこくへうもあらねはよろつに以比王川羅比久良之天佐良八侍従遠堂仁登いひわつらひくらしてさらは侍従をたにと
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二二
【蓬生】
37
日乃暮流末ゝ仁以楚気波心安者堂ゝ之久天日の暮るまゝにいそけは心あはたゝしくて奈久〳〵左羅八末川希婦八加不世女給不遠久利なく〳〵さらはまつけふはかふせめ給ふをくり者可里仁末宇天侍良無加乃幾古衣堂末不毛はかりにまうて侍らむかのきこえたまふも古登者里也末多於本之和川羅不毛左流己登耳ことはり也またおほしわつらふもさることに侍礼八奈可尓見堂満不流毛心久類之久奈武止志乃侍れはなかにみたまふるも心くるしくなむとしの比天幾己遊己能人左遍宇地須天ゝ无登寸流遠ひてきこゆこの人さへうちすてゝんとするを宇良女之宇裳安八礼尓毛於保世登以比登ゝ武部幾うらめしうもあはれにもおほせといひとゝむへき加多毛那久天以登ゝ祢遠乃三堂計幾古登耳天毛能かたもなくていとゝねをのみたけきことにてもの之給不加多美尓楚部給不遍幾美奈礼衣毛之し給ふかたみにそへ給ふへきみなれ衣もし
【蓬生】
38
本奈礼多礼八登之遍奴留志留之美世給不部幾物奈久ほなれたれはとしへぬるしるしみせ給ふへき物なく天和可御久之乃於知堂里気類遠登利安川女天てわか御くしのおちたりけるをとりあつめて加川羅耳志多末部留可九尺与者可利尓天以 幾与良かつらにしたまへるか九尺よはか にてい きよら奈流遠於可之気那留者己仁入天武可之乃久能盈なるをおかしけなるはこに入てむかしのくのえ加宇能以登可宇者之起比登川本久之天給不かうのいとかうはしきひとつほくして給ふ
堂遊末之起須知越堂能三之玉加川羅たゆましきすしをたのみし玉かつら
思日能外仁可気者那連奴留古乃末ゝ能乃多末比遠思ひの外にかけはなれぬるこのまゝののたまひを幾之己止毛安利之可八 比那幾身奈利登毛見者天ゝきしこともありしかは ひなき身なりとも見はてゝ武登己楚於毛比川礼宇知寸天羅留ゝ裳己登八利むとこそおもひつれうちすてらるゝもことはり
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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二三
【蓬生】
39
奈礼登堂礼尓美遊川里天可登宇良女之宇奈武登なれとたれにみゆつりてかとうらめしうなむと天以見之宇 以給不己乃人裳物毛幾古衣屋ていみしう い給ふこの人も物もきこえや羅春満ゝ能由 己武者佐良尓毛幾古衣左世春年らすまゝのゆ こむはさらにもきこえさせす年比農志能比可多幾世 宇左越春久之侍利川留比のしのひかたき世 うさをすくし侍りつる尓閑久於保衣奴三知仁以左那八礼天者流可尓にかくおほえぬみちにいさなはれてはるかに末可里安久可類ゝ古登止帝まかりあくかるゝこととて
玉可川羅多衣天毛也末之遊具美知農玉かつらたえてもやましゆくみちの
堂武希乃神裳可計天知可者無以能知己楚志たむけの神もかけてちかはむいのちこそし里侍良祢奈登以婦耳以徒良久良宇奈利奴登徒り侍らねなといふにいつらくらうなりぬとつ
【蓬生】
40
布也可礼天心毛空耳天比幾以川連八可部利ふやかれて心も空にてひきいつれはかへり美能三世良礼気流登之己路王比川ゝ裳遊幾みのみせられけるとしころわひつゝもゆき者那連左利川留人農閑久別奴留古止遠以登はなれさりつる人のかく別ぬることをいと心本曽宇於保春仁世仁毛知以良類末之起於以心ほそうおほすに世にもちいらるましきおい人左遍以天也古登者里楚以可天可堂 止満人さへいてやことはりそいかてかた とま里給者無我良毛盈己楚祢无之 川末之り給はむ我らもえこそねんし つまし気礼登遠能可見ゝ仁川計堂累多与利登毛思けれとをのかみゝにつけたるたよりとも思以天ゝ止満類末之宇於毛部留遠人王呂久幾ゝ於いてゝとまるましうおもへるを人わろくきゝお者寸霜月者可利尓奈礼八雪安良礼閑知尓天はす霜月はかりになれは雪あられかちにて
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二四
【蓬生】
41
外尓盤幾由留満毛安留越朝日夕日遠布世外にはきゆるまもあるを朝日夕日をふせ久与毛起武久良乃可気仁布可宇徒毛利天古之くよもきむくらのかけにふかうつもりてこし乃志良山思日也羅留ゝ雪能中尓以天入志毛人のしら山思ひやらるゝ雪の中にいて入しも人堂尓奈久天川礼〳〵登奈可女給不者可那幾己止越たになくてつれ〳〵となかめ給ふはかなきことを幾古衣奈久佐女 幾三和良比三末起良八之川類きこえなくさめ きみわらひみまきらはしつる人左遍奈久那利天与類毛知利加末之幾御知也宇人さへなくなりてよるもちりかましき御ちやう農宇知毛閑多八良左比之久物可那之久於保左のうちもかたはらさひしく物かなしくおほさ流閑乃登乃耳八女徒良之起尓以登ゝ物左八閑るかのとのにはめつらしきにいとゝ物さはか之起御安利佐万尓天以登也武己登那久於保しき御ありさまにていとやむことなくおほ
【蓬生】
42
左礼奴止己呂〳〵仁盤和左登毛盈遠登川連多されぬところ〳〵にはわさともえをとつれた満者寸末之天楚乃人八万堂世尓也於者寸良まはすましてその人はまた世 やおはすら武登者可利於本之以川留於利毛安連登多川むとはかりおほしいつるおりもあれとたつ祢給不遍幾御心佐之毛以曽可天安利婦留尓年ね給ふへき御心さしもいそかてありふるに年加者利奴卯月八可利仁花知留里越思日以 幾かはりぬ卯月はかりに花ちる里を思ひい き古衣給比天堂以乃宇部尓御以登末幾古衣天忍こえ給ひてたいのうへに御いとまきこえて忍比天以帝給不日己呂布利川留奈己利能雨以万ひていて給ふ日ころふりつるなこりの雨い須己之楚ゝ起 於可之起本止仁月佐之以天多すこしそゝき おかしきほとに月さしいてた里武可之乃御安利幾於保之以天羅連天衣武りむかしの御ありきおほしいてられてえむ
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二五
【蓬生】
43
奈流保登乃夕徒久夜尓道乃本止与呂川乃事なるほとの夕つく夜に道のほとよろつの事於本之以天ゝ於者寸累仁加多裳那久安連多流おほしいてゝおはするにかたもなくあれたる家農己多知志計久毛里乃也宇那留越春起給家のこたちしけくもりのやうな をすき給婦於保幾那留松耳藤農左起閑 天月ふおほきなる松に藤のさきかゝ て月影耳奈比幾堂累風耳徒幾天左登尓本不可影になひきたる風につきてさとにほふ奈川可之久楚己者可登那幾加本利奈里橘尓加者利なつかしくそこはかとなきかほりなり橘にかはり天於可之希礼八左 以天給部流尓也那幾毛以多宇ておかしけれはさ いて給へるにやなきもいたう志多利天津以知尓毛左者良祢八美多礼布之したりてついちにもさはらねはみたれふし堂利美之心知須留木多知可那止於本春八者也宇たりみし心ちする木たちかなとおほすは やう
【蓬生】
44
己乃宮奈利気利以登安八礼尓天於之登ゝ女左この宮なりけりいとあはれにておしとゝめさ勢給連以農 礼三川者閑ゝ留御志乃比安利幾せ給れいの れみつはかゝる御しのひありき耳遠久礼祢八左婦良比気利女之与世古ゝ八比多知にをくれねはさふらひけりめしよせこゝはひたち乃宮楚可之那志可侍留登幾己遊己ゝ仁安利之人の宮そかしなしか侍るときこゆこゝにありし人者末多也奈可武良无止婦良布部幾遠王左登毛能はまたやなかむらんとふらふへきをわさとも世武毛所世之加ゝ累徒井天仁以利天世宇楚己せむも所せしかゝるつゐてにいりてせうそこ勢与与久堂川祢人天遠宇知以天与人堂せよよくたつね入てをうちいてよ人た可部之天八於己那良無登能給古ゝ尓八 登ゝ奈可かへしてはおこならむとの給こゝには とゝなか女末左累己呂尓天徒久〳〵登於者之気流尓めまさるころにてつく〳〵とおはしけるに
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二六
【蓬生】
45
比類祢乃夢仁己宮乃美衣給比希礼八左女天ひるねの夢にこ宮のみえ給ひけれはさめて以登奈己利可那之久於保之天毛利奴連多類いとなこりかなしくおほしてもりぬれたる比左之能者之徒可多於之能己者世天古ゝ加之己能ひさしのはしつかたおしのこはせてこゝかしこの於末之比幾徒久呂者世奈登之川ゝ礼以奈良春おましひきつくろはせなとしつゝれいならす与川幾堂末比天よつきたまひて
奈起人城古婦留堂毛登乃比末那幾仁なき人をこふるたもとのひまなきに
安礼多留軒農志川久左部楚不毛心久留之幾あれたる軒のしつくさへそふも心くるしき本止仁奈武 里希流己礼三 入天女久累〳〵ほとになむ りけ これみ 入てめくる〳〵人農遠登寸留加多也登三流尓以佐ゝ閑乃人希人のをとするかたやとみるにいさゝかの人け
【蓬生】
46
裳世須左礼八己楚由幾ゝ能道尓見以類連登もせすされはこそゆきゝの道に見いるれと人春三計毛那幾物登思日天可遍利末以留保止尓人すみけもなき物と思ひてかへりまいるほとに月安可久佐之出堂累尓三礼者加宇之布多万月あかくさし出たるにみれはかうしふたま者可里安気天寸多礼宇古久気之起奈利王川はかりあけてすたれうこくけしきなりわつ可尓美川希多流心知於曽呂之久左遍於保由連かにみつけたる心ちおそろしくさへおほゆれ登与里天己者川久礼八以登物不利堂流己恵尓とよりてこはつくれはいと物ふりたるこゑに天末川志者不幾越左起耳堂天ゝ可連八堂礼てまつしはふきをさきにたてゝかれはたれ楚奈尓人曽止ゝ婦奈能利之天侍従農君止幾そなに人そとゝふなのりして侍従の君とき古衣之比止仁堂以女武給者良武登以布楚こえしひとにたいめむ給はらむといふそ
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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二七
【蓬生】
47
連八外尓奈武毛能之給不左礼止於保之王久れは外になむものし給ふされとおほしわく末之起女奈無者部流登以婦己恵以多宇祢比ましき女なむ へるといふこゑいたうねひ春起多礼登幾ゝ之老人登幾ゝ志利多利すきたれときゝし老人ときゝしりたり宇知仁八於毛比毛与良寸加利幾奴須可多那留於止己うちにはおもひもよらすかりきぬすかたなるおとこ志能比也可尓毛天那之奈己也可那連八美那良 寸しのひやかにもてなしなこやかなれはみなら す奈利仁希流女尓天毛之幾川祢奈登乃遍无希なりにけるめにてもしきつね とのへんけ尓也止於保由連登知可宇与里天堂之閑尓にやとおほゆれとちかうよりてたしかに奈武宇気給者良末本之幾加者羅奴御安利なむうけ給はらまほしきかはらぬ御あ佐万奈良八堂川祢幾古衣左世給遍 御古ゝさまならはたつねきこえさせ給へ 御こゝ
【蓬生】
48
路左之裳堂衣須奈武於者之末寸女流可之己ろさしもたえすなむおはしますめるかしこ与比毛遊幾春起可天尓登末良勢給部流遠以よひもゆきすきかてにとまらせ給へるをい閑ゝ幾古衣左世武宇之呂也春久遠 以部八女毛かゝきこえさせむうしろやすくを いへは女も宇知王良比天加者良世給御安利左満奈良八閑ゝ流うちわらひてかはらせ給御ありさまならはかゝる安左知可者良越宇川呂比給 天八侍利奈无屋あさちかはらをうつろひ給 ては侍りなんや堂ゝ於之八可利天幾古衣左世給部閑之年遍たゝおしはかりてきこえさせ給へかし年へ多累人農心尓毛堂久比安良之登能見女川たる人の心にもたくひあらしとのみめつ羅可那留与越己曽者美多天末川里須己 侍□止らかなるよをこそはみたてまつりすこ 侍□と也ゝ久川之以天ゝ登八寸加多利毛志川部幾無やゝくつしいてゝとはすかたりもしつへきむ
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二八
【蓬生】
49
武徒可之希礼八与之〳〵末川閑久奈武幾古衣むつかしけれはよし〳〵まつかくなむきこえ左世無登天満以利奴奈登可以登比左之閑利徒させむとてまいりぬなとかいとひさしかりつ留以可尓楚昔乃安 毛美衣奴与毛起農志計左るいかにそ昔のあ もみえぬよもきのしけさ可那止能給部者志可〳〵奈武堂登利与里天侍利かなとの給へはしか〳〵なむたとりよりて侍り徒留侍従可遠者乃少将登以比侍之於以人奈无つる侍従かをはの少将といひ侍しおい人なん加者良奴己恵尓天者部利川留登安利佐万幾己かはらぬこゑにてはへりつるとありさまきこ遊以三之宇安八礼耳閑ゝ類之希起中仁奈尓ゆいみしうあ れにかゝるしけき中になに心知之天須久之給不良武以満 天登八左利心ちしてすくし給ふらむいまゝてとはさり気流与登和可御心農奈左計那左毛於本之けるよとわか御心のなさけなさもおほし
【蓬生】
50
志良流以可ゝ寸遍幾加ゝ流志能比安利起毛加多しらるいかゝすへきかゝるしのひありきもかた可流遍幾越可ゝ累徒以天奈良天八衣堂知与良かるへきをかゝ ついてならてはえたちよら之加者良奴安利佐万那良八希仁左己楚八安良しかはらぬありさまならはけにさこそはあら女登於之者可良流ゝ人左満尓奈武登 能多末比めとおしはからるゝ人さまになむと のたまひ奈可良婦登入給者武事猶徒ゝ末之宇於保左なからふと入給はむ事猶つゝましうおほさ類由部安流御世宇楚己裳以登幾古衣末本之希るゆへある御せうそこもいときこえまほしけ礼止美多末以之本登乃久知越曽佐毛末多加者れとみたまいしほとのくちを さ またかは良寸八御川可比農堂知和川良者武毛以登遠之らすは御つかひの ちわつらはむもいとをし宇於本之登ゝ女徒己礼三川毛佐良尓八王気左世うおほしとゝめつこれみつもさらにはわけさせ
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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二九
【蓬生】
51
給布末之起与毛起農露希佐耳奈無者部流給ふましきよもきの露けさになむはへる露春己之者良八世天奈武以良勢堂末不遍幾露すこしはらはせてなむいらせたまふへき登幾己遊連盤ときこゆれは
堂川祢天毛和礼己楚登者女道毛那久たつねてもわれこそとはめ道もなく
婦可起与毛起農毛登乃古ゝ呂越止比止利古知ふかきよもきのもとのこゝろをとひとりこち給天猶於利給部八御左 乃露遠馬乃武知之給て猶おり給へは御さ 露を馬のむちし天者良比徒ゝ入堂天末川留安末楚ゝ幾毛猶てはらひつゝ入たてまつるあまそゝきも猶秋乃時雨女起天宇知楚 希八御可左也佐不良婦秋の時雨めきてうちそ けは御かさやさふらふ己乃志多露八 耳末左里 登幾己遊 左このした露は雨にまさり ときこゆ御さ
【蓬生】
52
志奴幾乃寸曽八以多宇楚本知奴女利武可之堂仁しぬきのすそはいたうそほちぬめりむかしたに安流可那幾可那利之中門奈登末之天加多毛あるかなきかなりし中門なとましてかたも那久奈利天以利堂末不尓徒希天毛以登武登久なくなりていりたまふにつけてもいとむとく奈留越堂知末之里美流比止奈登楚心也須可利なるをたちましりみるひとなとそ心やすかり計留姫君八佐利登毛止 知須久之給部流ける姫君はさりともと ちすくし給へる心毛志流久宇礼之希連登以止者川閑之幾もしるくうれしけれといとはつかしき御安利佐万尓天堂以女武世無裳以登徒ゝ末御ありさまにてたいめむせむもいとつゝま之久於保之多里大弐農北乃可多能堂天末しくおほしたり大弐の北のかたのたてま徒利遠起之御曽登毛越裳古ゝ呂由可寸於保左つりをきし御そともをもこゝろゆかすおほさ
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三〇
【蓬生】
53
礼之由可利仁見以連堂万八佐利希留越己乃れしゆかりに見いれたまはさりけるをこの人々農加宇能御加良比川耳入堂利気累可人々のかうの御からひつに入たりけるか以登奈徒可之起香之堂流遠太天末 里いとなつかしき香したるをたてま り希礼八伊可ゝ八世無仁幾可部給天加乃須ゝ希けれはいかゝはせむにきかへ給てかのすゝけ多累御木丁比幾与勢天於 寸入堂末比天たる御木丁ひきよせてお す入たまひて登之比農遍 天尓毛心者可利八加者良 奈無とし比のへ てにも心はかりはかはら なむ思日也里幾古衣徒留越左之裳於止呂 比給八思ひやりきこえつるをさしもおとろ ひ給は奴宇良女之左仁以末ゝ天心美幾古衣徒留遠杉ぬうらめしさにいまゝて心みきこえつるを杉奈良奴己堂知能志累左仁盈春起天奈武末計ならぬこたちのしるさにえすきてなむまけ
【蓬生】
54
幾古衣仁希流止天加多比良遠須己之可起屋利きこえにけるとてかたひらをすこしかきやり給部連八礼以乃以登徒ゝ末之希仁止美尓毛給へれはれいのいとつゝましけにとみにも以羅部幾古衣給八寸加久八可利分入堂末遍留いらへきこえ給はすかくはかり分入たまへる閑安左可良奴尓於毛比於己之天楚保乃加耳かあさからぬにおもひおこしてそほの に幾己衣以天給比希留閑ゝ累草可久礼耳きこえいて給ひけるかゝる草かくれに須久之堂末比計留年月乃安八礼毛於呂すくしたまひける年月のあはれもおろ加奈良春満多加八良奴心奈良比耳人農御古ゝ呂かならすまたかはらぬ心ならひに人の御こゝろ農中裳堂土利志 寿那可良王気入侍利の中もたとりし なからわけ入侍り川留露希左奈止越以可ゝ於保春登之比農遠つる露けさなとをいかゝおほすとし比のを
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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三一
【蓬生】
55
古堂利八者多奈遍天能世仁於保之遊留寸良こたりははたなへての世におほしゆるすら武以万与利後農御心尓加那者佐良武以比之尓むいまより後の御心にか はさらむいひしに堂可婦川美毛於宇部幾奈登左之裳於保左礼奴たかふつみもおうへきなとさしもおほされぬ事奈左計〳〵之宇幾己衣奈之給布事毛安事なさけ〳〵しうきこえなし給ふ事もあ女利堂知登ゝ末利給者无裳登己呂農佐万めりたちとゝまり給はんもところのさま与里波之女末者遊幾御安利佐万奈礼八川幾〳〵よりはしめまはゆき御ありさまなれはつき〳〵之宇能多末比須久 天以天堂末比奈無登春しうのたまひすく ていてたまひなむとす比幾宇遍之奈良祢登松農古多可久奈里耳ひきうへしならねと松のこたかくなりに気累年月農本登毛安八礼尓夢乃也宇那留ける年月のほともあはれに夢のやうなる
【蓬生】
56
御身乃安利佐万裳於保之徒ゝ希計留御身のありさまもおほしつゝけける
婦知那三乃宇知須幾加多久美衣川留八ふちなみのうちすきかたくみえつるは
末川己楚也登乃志留部奈利気礼可楚婦連まつこそやとのしるへなりけれかそふれ者己与那宇徒毛里奴良无閑之宮己仁加八利はこよなうつもりぬらんか 宮こにかはり尓気累事乃於保可利希流裳佐万〳〵安者にける事のおほかりける さま〳〵あは連奈武以万能止可耳楚比奈乃別尓於止呂部れなむいまのとかにそひなの別におとろへ之世農物可多利毛幾古衣徒久寸遍幾年し世の物かたりもきこえつくすへき年遍多末遍羅无春秋農久良之加多左奈止毛へたまへらん春秋のくらしかたさなとも堂礼耳加者宇礼部給八 登宇良毛那久於保たれにかはうれへ給は とうらもなくおほ
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三二
【蓬生】
57
遊留毛加川者安也之宇奈武奈登幾古衣給部八ゆるもかつはあやしうなむなときこえ給へは
登之越遍天末川志留之奈起和可屋止遠としをへてまつしるしなきわかやとを
花農堂与利仁春起奴者可利可登志能比也可花のたよりにすきぬはかりかとしのひやか尓宇知美之呂幾 末部累気八比毛袖乃 毛にうちみしろき まへるけはひも袖の も武可之与利盤祢比末左利給部流尓也登於保むかしよりはねひまさり給へるにやとおほ左流月入可多尓奈利天西乃川万登乃安幾さる月入かたになりて西のつ とのあき堂累与里佐者留部幾和 殿堂川屋毛那久たるよりさは へきわ 殿たつやもなく軒農徒末毛能己利奈気礼八以登者那也可尓左之軒のつまものこりなけれはいとはなやかにさし以利堂礼八安堂利〳〵美由留仁無可之仁可いりたれはあたり〳〵みゆるにむかしにか
【蓬生】
58
羅奴御志川羅比農佐万奈登忍草丹らぬ御しつらひのさまなと忍草に屋川礼堂累宇遍能美留女与里八三也比閑耳やつれたるうへのみるめよりはみやひかに見由留越無可之物可多里仁塔古保知堂累見ゆるをむかし物かたりに塔こほちたる人裳安利希流遠於保之安者寸累尓於那人もありけるをおほしあはするにおな之佐万尓天登之布 仁気流毛安八礼奈利しさまにてとしふ にけるもあはれなり比多婦留仁物徒ゝ美之堂流希八比乃左寸加尓ひたふるに物つゝみしたるけはひのさすかに安天也可那留毛心尓久 於保左礼天左流可多尓天あてやかなるも心にくゝおほされてさるかたにて王寸礼之登心久流之久於 比之遠年己呂わすれしと心くるしくお ひしを年ころ左満〳〵能物於毛比耳本連〳〵之久天遍多天さま〳〵の物おもひにほれ〳〵しくてへたて
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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三三
【蓬生】
59
川留本止徒良之登於毛八礼川良武登以止越之つるほとつらしとおもはれつらむといとをし久於保寸閑乃花地留里毛安左也可尓以末女くおほすかの花ちる里もあさやかにいまめ閑之宇奈登八者那屋幾堂末者奴所耳天かしうなとははなやきたまはぬ所にて御女宇徒之己与那可良奴耳登可於保宇加久連御めうつしこよなからぬにとかおほうかくれ仁気利末徒利己気以奈止乃本止御以曽幾登毛にけりまつりこけいなとのほと御いそきとも尓古止川希天人農堂天末川里堂留物色〳〵にことつけて人のたてまつりたる物色〳〵仁於保可類遠佐留部幾可起利 心久者部給不におほかるをさるへきかきり御心くはへ給ふ中尓毛己乃宮尓波己末也可尓於本之与里天無中にもこの宮にはこまやかにおほしよ てむ徒末之起人〳〵尓於保世事給比之毛部止毛つましき人〳〵におほせ事給ひしもへとも
【蓬生】
60
奈登川可者之天与毛起者良八世女久利能美久流なとつかはしてよもきはらはせめくりのみくる之幾仁以多可起止以不物宇知加多女川久呂者しきにいたかきといふ物うちかためつくろは勢給不加宇堂川祢 天給部利登幾ゝ徒多せ給ふかうたつね て給へりときゝつた遍无尓川希天和可御多女免武本久奈気連へんにつけてわか御ためめむほくなけれ者和多利堂末不事八那之 布美以登己末也はわたりたまふ事はなし御ふみいとこまや可尓可起給比天二条院知可起所遠徒久良世かにかき給ひて二条院ちかき所をつくらせ給不遠楚己仁奈无王多之堂天万徒留遍幾給ふをそこになんわたしたてまつるへ与呂之幾王良八部奈登毛登女左婦良者世給部奈よろしきわらはへなともとめさふらはせ給 な登人〳〵乃宇部末天於保之也里徒ゝ止婦良比と人〳〵のうへまておほしやりつゝ ふらひ
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三四
【蓬生】
61
幾古衣給遍八加久安也之起与毛起乃毛登耳きこえ給へはかくあやしきよもきのもとに者遠幾所奈起末天女者宇毛空遠安不幾はをき所な まて女はうも空をあふ天奈武楚那多仁無起天与呂己比幾古衣計留てなむそなたにむきてよろこひきこえける奈気乃御寸左比尓天毛於之那部多累与能徒なけの御すさひにてもおしなへたるよのつ祢農人越八女登ゝ免美多天堂末八寸世耳ねの人をはめとゝめみたてたまはす世に須己之己礼八登於保衣古ゝ知仁止末累婦之すこしこれはとおほえこゝちにとまるふし安流阿多利越堂川祢与里給布物登人乃あるあたりをたつねより給ふ物と人の志利多流尓加久比幾堂可部奈仁事毛奈能女尓しりたるにかくひきたかへなに事もなのめに堂仁安良奴御安利佐万遠毛能女可之以天堂たにあらぬ御ありさまをものめかしいてた
【蓬生】
62
末不者以可那利希流御心耳可安利気武己礼毛無まふはいかなりける御心にかありけむこれもむ可之能契奈女利閑之以末盤可起利登安那徒かしの契なめりかしいまはかきりとあなつ者天ゝ左満〳〵尓末与比知利安可礼之宇遍志毛はてゝさま〳〵にまよひちりあかれしうへしも農人〳〵我毛〳〵末比良無登安良曽比以部流の人〳〵我も〳〵まひらむとあらそひいへる人裳安利心者部奈登八多武毛礼以多幾末天与久人もあり心はへなとはたむもれいたきまてよく於者寸流御安利佐万仁心也春久奈良比天古止おはする御ありさまに心やすくならひてこと奈累古登奈起奈万須里也宇奈登屋宇能家なることなきなますりやうなとやうの家耳安流人者 良八寸者之多奈起心知寸累にある人は らはすはしたなき心ちする毛阿利天宇知川希能心美衣仁満以里可部流もありてうちつけの心みえにまいりかへる
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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三五
【蓬生】
63
君者以尓之遍尓毛満左利堂累御以幾本以乃君はいにしへにもまさりたる御いきほいの保登尓天物農於毛比也里毛満之天楚以ほとにて物のおもひやりもましてそい給比耳気礼八己末也可耳 保之遠起天給ひにけれはこまやかに ほしをきて堂累仁尓本比以天ゝ宮能宇知 宇〳〵人免たるににほひいてゝ宮のうち う〳〵人め美衣木草乃者毛堂ゝ須己久安八礼尓美奈みえ木草のはもたゝすこくあはれにみな左礼之越屋利水可起者良比世無左以農されしをやり水かきはらひせむさいの毛登堂知裳須ゝ 宇志那之奈登志天古止もとたちもすゝ うしなしなとしてこと那留於保衣那幾志毛気以之乃己止尓川可遍なるおほえなきしもけいしのことにつかへ末本之幾八加久御心登ゝ女天於保左累ゝ事まほしきはかく御心とゝめておほさる 事
【蓬生】
64
奈女利登美止利天御気之起給者利津ゝ川以なめりとみとりて御けしき給はりつゝつい世宇之徒可不末川留布多止世者可利己乃布留せうしつかふまつるふたとせはかりこのふる宮耳奈可女堂末比天比无可之乃院止以婦宮になかめたまひてひんかしの院といふ所尓奈無後者和多之堂天 川里給希留所になむ後はわたしたて つり給ける堂以女无之給不事奈登 以登可多希礼登たいめんし給ふ事なと いとか けれと知可起志女能本止耳天大可多仁毛和多利給耳ちかきしめのほとにて大かたにもわたり給に佐之乃楚幾那登之給川ゝ以登安那川良八之さしのそきなとし給つゝい あなつらはし気仁毛天那之幾古衣堂末八寸加乃大仁農けにもてなしきこえたまはすかの大にの北乃方能本利天於止呂幾於毛部累佐万侍従北の方のほりておとろきおもへるさま侍従
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【蓬生】
65
閑宇礼之幾物乃以万志者之末地幾己衣佐かうれしき物のいましはしまちきこえさ里気累心安左ゝ越者徒可之宇思部流本止奈登りける心あさゝをはつかしう思へるほとなと遠以満春己之登八寸加多利裳世万保 希礼をいますこしとはすかたりもせまほ けれ登以止加之羅 多宇宇累佐久物宇気礼八といとかしら たううるさく物うけれは奈無以末又毛川以天安良武於利耳於毛比以なむいま又もついてあ むおりにおもひい天ゝ奈武幾己遊部幾止楚てゝなむきこゆへきとそ
大正大学本『源氏物語』 「蓬生」 「関屋」の翻刻
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三八
【関屋】５
　
以与乃寸気止以比之者故院可久礼左世給いよのすけといひしは故院かくれさせ給天又乃止之比多知丹奈利天久多里之可八て又のとしひたちになりてくたりしかは加乃者ゝ幾木毛以左奈者礼尓気利春満かのはゝき木もいさなはれにけりすま乃御堂比為毛者流可尓幾ゝ天人志礼春於の御たひゐもはるかにきゝて人しれすお毛比也里幾古衣奴丹之 安良佐里之可登もひやりきこえぬにし あらさりしかと徒多部幾己遊遍幾与寸可堂尓奈久天徒つたへきこゆへきよすかたになくてつ久者祢農山遠吹己寸風毛宇起多留心知之くはねの山を吹こす風もう たる心ちし天以佐ゝ可乃徒多部多尓奈久天止之月可左奈利ていさゝかのつたへたになくてとし月かさなり尓気利可起連留事毛奈可里之御 比井にけりかきれる事もなかりし御 ひゐ
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【関屋】６　奈礼止京尓加部利寸見給天又乃止之乃なれと京にかへりすみ給て又のとしの秋曽比多知者乃本里介流世起入日志毛己秋そひたちはのほりけるせき入日しもこ乃殿以之山丹御久八无 多之仁末宇天給比の殿いし山に御くはん たしにまうて給ひ気利京与利可乃幾能可見奈止以比之己止毛けり京よりかのきのかみなといひしことも武可部耳幾多流人〳〵己 殿閑久満宇天むかへにきたる人〳〵こ かくまうて給不遍之登徒気ゝ連者美知能程左波可之給ふへしとつけゝれはみちの程さはかし可利奈无毛乃楚止天末多安可月与利以曽幾かりなんものそとてまたあか月よりいそき気留遠女車於保久止古呂世宇遊留起久けるを女車おほくところせうゆるきく累耳比多気奴宇知以天乃者万久流程耳るにひたけぬうちいてのはまくる程に
【関屋】７　止乃者安王多山古衣給飛奴止天御世武農とのはあわた山こえ給ひぬとて御せむの人〳〵美知毛左利 部須幾 三奴連盤人〳〵みちもさり へすき みぬれは世起山耳美奈於利為天古ゝ閑之己能春起せき山にみなおりゐてこゝかしこのすき乃之多尓車止毛加起於呂之己可久礼耳のしたに車ともかきおろしこかくれに為閑之己満里天春久之堂天末川留久留満奈ゐかしこまりてすくしたてまつるくるまな止加多部者遠久羅可之左起丹多天奈止志多礼とかたへはをくらかしさきにたてなとしたれ登奈越流以日呂久美遊久留満止遠者可利曽となをるいひろくみゆくるまとをはかりそ袖久知毛乃ゝ以呂安比奈止毛毛利以天ゝ美衣多留袖くちものゝいろあひなとももりいてゝみえたる為中比寸与之安里天左以宮能御久多利奈ゐ中ひすよしありてさい宮の御くたりな
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【関屋】８
　
仁曽也宇乃於利能毛乃見車於本之以天良流にそやうのおりのもの見車おほしいてらる殿毛可久世耳左可部以天給女川良之左尓加春殿もかく世 さかへいて給めつらしさにかす毛奈起己世无止毛美那女止ゝ女堂里九月もなきこせんともみなめとゝめたり九月徒己毛利奈礼者毛見知乃以呂〳〵古起末勢つこもりなれはもみちのいろ〳〵こきませ志毛可礼乃草武羅〳〵於可之宇見衣王多留耳しもかれの草むら〳〵おかしう見えわたる世起屋与利左止久川連以天堂流多比寸可多せき屋よりさとくつれいてたるたひすかた止毛乃色〳〵乃安遠能徒幾〳〵志幾奴以毛ともの色〳〵のあをのつき〳〵しきぬいも乃久ゝ里曽女能左満毛左留可多仁於可之宇美遊のくゝりそめのさまもさるかたにおかしうみゆ御車者春多礼於呂之給天加乃武可之能己君御車はすたれおろし給てかのむかしのこ君
【関屋】９
　
以万者右衛門乃寸計奈留遠女之与世天介不いまは右衛門のすけなるをめしよせてけふ乃御世起武可部 盈於毛比春天給八之奈止乃の御せきむかへ えおもひ て給はしなとの給不御心能宇知以止安八礼耳於保之以徒留古止於給ふ御心のうちいとあはれにおほしいつることお保可礼止於宇楚宇丹天可比奈之女毛人志礼春ほかれとおうそうにてかひなし女も人しれす武可之乃己止王春礼祢八止利可部之天毛乃安者礼奈利むかしのことわすれねはとりかへしてものあはれなり　　
遊久止久登世起止女可多起奈三多遠也
　　
ゆくとくとせきとめかたきなみたをや
堂衣奴志水止人者美留良武衣志利給八之可之止たえぬし水と人はみるらむえしり給はしかしと於毛不尓以止可比奈之以之山与利以天給婦御武可部尓おもふにいとかひなしいし山よりいて給ふ御むかへに右衛門乃寸計万以里天曽満可利春起 閑之右衛門のすけまいりてそまかりすき かし
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【関屋】
10　
己万里奈止申須武可之王羅八丹天以止武徒万こまりなと申すむかしわらはにていとむつま志宇羅宇堂起毛乃尓之給比之 者加宇婦里しうらうたきものにし給ひし はかうふり奈止衣之末天己乃御止久丹可久礼多利 遠なとえしまてこの御とくにかくれたり を於保衣奴与乃左者起安里之古呂毛乃ゝ起古衣おほえぬよのさはきありしころものゝきこえ耳者ゝ可利天比多知仁久多利之遠曽寸 之にはゝかりてひたちにくたりしをそす し心遠幾天止之己呂八於保之介礼止以呂丹毛心をきてとしころはおほしけれといろにも以多之給者寸武可之乃也宇丹己楚安良祢止 越いたし給はすむかしのやうにこそあらねと を志多之起以遍人乃宇知尓八加曽部堂万比介利幾乃したしきいへ人のうちには そへたまひけりきの可見止以比之毛以満者加宇知能可三仁曽奈利耳介留かみといひ もいまはかうちのかみにそなりにける
【関屋】
11　
曽乃遠止宇登乃右近乃曽宇止気天御止毛そのをとうとの右近のそうとけて御とも仁久多利之遠曽止里王起天奈之以天給比介礼にくたりしをそとりわきてなしいて給ひ れ者曽礼尓楚多礼毛於毛比志利天奈止 春古之毛はそれにそたれもおもひしりてなと すこしも世丹志多可不心遠徒可比気武奈止於毛比以天介留世にしたかふ心をつかひけむなとおもひいてける春気女之与 天御世宇曽己安里以万者すけめしよせて御せうそこありいまは於本之王春礼奴遍幾己止遠心奈可久毛於八寸留おほしわすれぬへきことを心なかくもおはする可那止於毛比為多利一日者知 里志良礼之遠かなとおもひゐたり一日はち りしられしを左者於保之志里気武也さはおほししりけむや　　
和久良者尓由幾安不道遠堂乃見之毛
　　
わくらはにゆきあふ道をたのみしも
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【関屋】
12　
奈越可比奈之也志本奈良奴宇見世起毛里乃なをかひなしやしほならぬうみせきもりの左毛宇良屋万志具女左満之閑里之可那登さもうらやましくめさましかりしかなと安里止之古呂乃止多衣毛宇比〳〵志久奈利尓ありとしころのとたえもうひ〳〵しくな に気礼止心仁者以徒止奈久堂ゝ以万乃心地春留けれと心にはいつとなくたゝいまの心地する奈良比丹奈武春幾〳〵志宇以 ゝ仁久末礼无ならひになむすき〳〵しうい ゝにくまれん也止天給部連八可多之気奈久天毛天以幾天やとて給へれはかたしけなくてもていきて猶幾古衣給部武可之尓者寸古之於保之乃久猶きこえ給へむかしにはすこしおほしのく己止安良武止於毛比 不留尓於那之屋宇奈留ことあらむとおもひ ふるにおなしやうなる御心乃奈川可之左奈 以止ゝ安里可多起春佐比御心のなつかしさな いとゝありかたきすさひ
【関屋】
13　
古止ゝ楚与宇奈幾古止ゝ於毛部止衣己楚寸久ことゝそようなきことゝおもへとえこそすく与可尓幾古衣加部左祢女丹天者満気幾己衣よかにきこえかへさね女にてはまけきこえ給徒良武尓川見由留左礼奴 之奈止以不以万八末之給つらむにつみゆるされぬ しなといふい はまし天以止者徒可之宇与呂津乃古止宇井〳〵 幾ていとはつかしうよろ のことうゐ〳〵 き心知春礼止女川良之起尓也衣志乃者連左利心ちすれとめつらしきにやえしのはれさり気武けむ　　
安不左可乃関也以可奈流世起奈礼者
　　
あふさかの関やいかなるせきなれは
志介起奈気幾能中遠王久羅无遊女乃也宇しけきなけきの中をわくらんゆめのやう耳奈無登幾古衣堂里安八礼毛徒良左毛になむときこえたりあはれもつらさも
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【関屋】
14　
王春礼奴布之登於保之遠可礼多留人奈礼者わすれぬふしとおほしをかれたる人なれは於里〳〵八猶乃多末比宇古可之介利閑ゝ流おり〳〵は猶のたまひうこかしけり ゝる保止尓己乃比多知能可見於以乃徒毛利尓也奈ほとにこのひたちのかみおいのつもりにやな屋万志久能三志天毛 心本曽可利介礼八子止やましくのみしても 心ほそかりけれは子と耳堂ゝ己乃君乃御古止遠乃見以比遠起天与にたゝこの君の御ことをのみいひをきてよ呂津乃事堂 己乃御心耳能三万可世天ろつの事たゝこの御心に みまかせて安利徒留世尓八加者羅天徒可宇満川連止乃三ありつる世にはかはらてつかうまつれとのみ阿気久礼以比介利女君心宇起寸久世安利天あけくれいひけり女君心うきすくせありて己乃人耳佐部遠 天以可奈留左満尓者不この人にさへを ていかなるさまにはふ
【関屋】
15　
礼末止不遍幾仁可安良武止於毛比奈気幾れまとふへきにかあらむとおもひなけき給不遠美留耳以乃知能可幾利 流毛乃奈礼八給ふをみるにいのちのかきり るものなれは於之美止ゝ武部幾加多毛奈之以可天可己能人おしみとゝむへきかたもなしいかてかこの人農御堂女仁乃古之遠久太末之為毛可那王可の御ためにのこしをくたましゐもか わか子止毛乃心毛志良奴遠止宇 呂女多宇加那之子ともの心もしらぬをとう ろめ うかなし幾古止尓以比於 部止心尓衣止ゝ女奴毛乃きことにいひお へと心にえとゝめぬもの丹天宇世奴志八之己楚左乃多末比之毛乃遠にてうせぬしはしこそさのたまひしものを奈止奈左気徒久礼止宇者部己楚安礼徒良幾なとなさけつくれとうはへこそあれつらき古登於保可利登安流毛可ゝ類毛世能己登ことおほかり あるもかゝるも のこと
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【関屋】
16　
者利奈礼者身日止川乃宇起事仁天奈計幾はりなれは身ひとつのうき事にてなけき安可之久良須堂ゝ古乃加宇知能可三乃三曽武可あかしくらすたゝこのかうちのかみのみそむか志与利寸起心安利天春古之奈左計可利介流しよりすき心ありてすこしなさけ りける安者礼尓乃多末比遠 之可寸奈良須止毛於本之あはれにのたまひを しかすならすともおほし宇止満天乃多末者世与那止徒以曽宇志与利うとまてのたまはせよなとついそうしより天以止安左満之幾心能見衣気礼者宇起寸久ていとあさましき心 見えけれはうきすく世安流身仁 加久以幾止満利天者天〳〵せある身に かくいきとまりてはて〳〵者女徒良之起己止ゝ毛遠幾ゝ曽婦留可那止はめつらしきことゝもをきゝそふるかなと人志連寸於毛比志利天人耳左奈武登毛人しれすおもひしりて人にさなむとも
【関屋】
17　
志良世天安万仁奈利尓介利安留人〳〵以婦可比しらせてあまになりにけりある人〳〵いふかひ奈之止於毛比奈計久加三毛以登徒羅宇遠能なしとおもひなけくかみもいとつらうをの連越以止飛給不保止仁乃古利能御与者比れをいとひ給ふほとにのこりの御よはひ者於保久毛乃志給不羅无以可天可春久之給不はおほくものし給ふらんいかてかすくし給ふ遍幾奈止安以奈乃左可志羅也奈止曽者部へきなとあいなのさかしらやなとそはへ類女流るめる
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四五
【関屋】
18　
【関屋】
19
　　
或人所望之間不顧禿翰終書
　
　　
功訖
　　　 　　　　　　　　　　　　　　
左槐臣（花押）
　　　　
　　　 　
